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液液界面や気液界面近傍に光圧を作用させると、界面近傍のナノ物質を捕まえられるだけでな

く化学反応制御や分子構造制御をも誘起できることがわかってきた。例えば、油水界面で光捕捉

した TiO2 ナノ粒子を用いた光還元反応の駆動 [1]や、気液界面での光圧による凝集誘起発光の制

御 [2]などが報告されている。このような光圧による化学現象制御を実現するためにはナノ粒子や

分子の効率的な光捕捉が要求されるが、従来の集光レーザー型光ピンセットではナノ粒子の光捕

捉は容易ではない。一方で、貴金属ナノ構造体を用いたプラズモン光ピンセットの場合、プラズ

モン基板を液液界面などに接触させる必要がある。そこで光ファイバ先端に貴金属ナノ構造体を

作製したプラズモン光ファイバピンセット [3]であれば、界面近傍でのナノ粒子捕捉の実現が期待

できる。本研究では、液液界面での光圧による化学反応制御に向けた、プラズモン光ファイバピ

ンセットの開発を目指す。 

金ナノ粒子 (直径 50 nm)をマルチモード光ファイバにシラン剤により固定し、プラズモン光フ

ァイバ (plasmonic optical fiber; POF)を作製した。プラズモン励起光 (波長 690 nm, 光強度 約 30 

W/cm2)照射に伴うポリスチレン粒子 (直径 3 µm)の捕捉挙動を光学顕微鏡観察した (Fig. 1)。光照

射とともに光ファイバ先端近傍の陰影が濃くなっており、ファイバ先端近傍の粒子の数密度が増

加することがわかった。それと同時にファイバ遠方の粒子群は、熱対流により光ファイバ近傍に

輸送される挙動が観察された。このようなプラズモン光ファイバをより小さなナノ粒子に適用さ

せれば、ナノ粒子が増強光圧にアクセスしやすくなるため、ナノ粒子光捕集の実現期待できる。 

 

 

Fig. 1 Optical micrographs during accumulation of polystyrene microspheres (d= 3 µm) with POF. 
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